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沖
縄
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
に
参
加
し

た
。
戦
争
の
歴
史

に
触
れ
、
強
く
考

え
さ
せ
ら
れ
た
の

が
「
命
を
守
る
責

任
」
で
あ
る
。
戦

時
に
は
、
上
司
の
命
令
に
よ
っ

て
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
。
行

政
組
織
に
は
指
揮
命
令
系
統
が

あ
り
、
職
員
は
役
割
を
果
た
す

責
任
が
あ
る
。
し
か
し
、
自
治

体
職
員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

単
に
命
令
に
従
う
こ
と
で
は
な

い
。
そ
の
判
断
が
住
民
の
命
や

暮
ら
し
に
ど
う
影
響
す
る
の
か

を
考
え
、
必
要
な
と
き
に
は
声

を
上
げ
、
行
動
す
る
責
任
が
あ

る
。
そ
ん
な
視
点
を
大
切
に
し

て
き
た
の
が
自
治
労
で
あ
る
。

沖
縄
か
ら
の
帰
路
、
台
風
に
遭

遇
し
た
。
災
害
は
想
定
ど
お
り

に
は
進
ま
な
い
。
戦
争
と
災
害

は
同
じ
で
は
な
い
が
、「
危
機
の

と
き
、
誰
が
住
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
の
か
」
と
い
う
こ
と

は
共
通
す
る
。
平
和
も
防
災
も
、

命
を
守
る
自
治
体
を
ど
う
つ
く

る
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。明
日
、

想
定
を
超
え
る
危
機
が
起
き
た

ら
、
私
た
ち
は
誰
を
守
り
、
ど

う
動
く
の
か
。
平
時
の
今
こ
そ
、

そ
の
答
え
を
考
え
て
お
き
た
い
。
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24日　県本部黒豆収穫祭（丹波篠山市内）
25日　人権啓発研究兵庫県集会（のじぎく会館）
28日　連合兵庫地方委員会
� （メリケンパークオリエンタルホテル）
４日　秋期闘争勝利！県本部青年女性決起集会
� （ひょうご共済会館）
４日　2026確定闘争勝利！ 県本部決起集会
� （神戸市教育会館）

当面の日程

松本 真紀子

　

県
本
部
現
業
・
公
企
闘
争
委
員
会
は
10

月
２
日
、
県
市
町
振
興
課
、
県
公
企
関

係
部
局
、
県
教
育
委
員
会
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
現
業
賃
金
の
あ
り
方
は
、
地
域

事
情
に
応
じ
た
交
渉
で
決
め
る
こ
と
、
国

公
行
（
二
）
導
入
は
助
言
し
て
い
な
い
と

い
う
従
来
の
考
え
方
を
確
認
。
定
年
引
き

上
げ
後
の
高
齢
期
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

は
、
一
般
事
務
と
異
な
り
現
業
職
は
年
齢

に
よ
る
業
務
内
容
の
変
化
が
少
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
給
与
が
低
下
す
る
こ
と
へ
の

問
題
点
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
総

務
省
主
催
の
会
議
で
こ
の
問
題
を
提
起
し

た
と
こ
ろ
、
担
当
者
は
現
業
職
に
と
っ
て

特
に
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
今
後
の
検

討
が
課
題
」
と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

学
校
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
、
学
校

用
務
員
・
管
理
員
は
、
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
詳
し
く
、
運
営
の
実
務
的
視
点
の

提
供
が
可
能
で
あ
る
た
め
意
見
を
取
り
入

れ
る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
に
対
し
、
県
は

現
場
関
与
の
有
用
性
を
認
め
、
災
害
に
備

え
て
運
営
す
る
よ
う
伝
え
て
い
く
と
言

及
。
闘
争
委
員
か
ら
事
例
提
供
も
要
望
し

た
。

　

公
企
評
、
現
業
評
議
会
学
校
部
会
で
も

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
や
り
取
り
を
行
い
、
県
の
考
え
方
を
引

き
出
し
た
。
今
後
も
、
こ
う
い
っ
た
取
り

組
み
を
通
じ
、
県
か
ら
言
質
を
取
り
、
そ

の
情
報
を
元
に
単
組
が
有
利
に
交
渉
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

市町振興課との協議

統一闘争の前進に向け団結ガンバロー
　

主
催
者
を
代
表
し
、
県
本
部

の
尾
西
亮
太
郎
闘
争
委
員
長
は

「
Ａ
Ｉ
が
進
展
し
て
も
、
地
域

に
根
差
す
現
業
職
は
人
の
対
応

が
不
可
欠
だ
」
と
強
調
し
、
人

口
減
少
を
見
据
え
、
人
員
確
保

と
賃
金
改
善
、
直
営
堅
持
が
重

要
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
次
に
、

現
業
評
議
会
・
平
瀬
勲
議
長
は
、

災
害
時
に
現
場
を
熟
知
し
た
現

業
職
員
が
果
た
す
役
割
を
述

べ
、
公
営
企
業
評
議
会
・
余
膳

正
幸
事
務
局
長
は
、
現
場
実
態

に
即
し
た
熱
中
症
対
策
の
確
立

を
訴
え
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

山
本
由
美
子
闘
争
委
員
会
事

務
局
長
の
方
針
提
起
に
続
き
、

現
業
評
議
会
・
村
上
誠
事
務
局

次
長
、
公
営
企
業
評
議
会
・
余

膳
事
務
局
長
が
対
県
申
し
入
れ

の
内
容
を
報
告
。
現
業
か
ら
は

「
行
（
二
）
導
入
を
助
言
し
て

い
な
い
。『
地
域
実
情
を
踏
ま

え
て
労
使
で
協
議
を
』
と
の
言

質
を
得
た
」、公
企
か
ら
は
「
コ

ロ
ナ
以
降
安
全
委
員
会
の
書
面

開
催
な
ど
形
骸
化
し
て
い
る
問

題
を
追
及
し
た
」
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

　

県
職
ブ
ロ
ッ
ク・
中
野
佳
典

さ
ん
、
神
戸
ブ
ロ
ッ
ク・
杉
本

雄
二
さ
ん
、
阪
神
・
淡
路
ブ
ロ
ッ

ク・
坂
田
憲
太
郎
さ
ん
、
播
磨

ブ
ロ
ッ
ク・
鎌
田
聡
さ
ん
、但
馬
・

丹
波
ブ
ロ
ッ
ク・北
野
裕
也
さ
ん

よ
り
決
意
表
明
、
臨
職
評
・
北

林
江
利
子
議
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
た
。

正
規
春
闘
な
ど
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
こ
う
」
と
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

活
動
報
告
と
方
針
提
起
で

は
、
昨
年
度
の
雇
止
め
に
つ
い

て
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
当
局
に
対
し
て
強
く
改
善

を
求
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

学
習
会
は
、
戎
剛
副
委
員
長

を
講
師
に
、
２
０
２
６
確
定
闘

争
期
に
向
け
て
臨
職
評
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
共
有
。

最
後
に
、
雇
止
め
を
回
避
す
る

た
め
に
も
油
断
す
る
こ
と
な
く

早
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
仲
間
の
思
い
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
前
進
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

て
い
る
。
結
束
し
て
乗
り
越
え

て
欲
し
い
」、
兵
庫
県
パ
ー
ト
・

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
長
の
森
口
知
子
さ
ん
は
「
非

北
林
江
利
子
議
長
が
「
雇
止
め

問
題
で
は
大
き
な
不
安
を
受
け

た
が
、
私
た
ち
が
仕
事
で
積
み

重
ね
た
経
験
は
財
産
で
あ
る
。

雇
止
め
を
許
さ
ず
声
を
上
げ
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
来

ひ
ん
の
臨
職
評
退
職
者
会
幹
事

の
金
森
多
恵
さ
ん
は
、「
今
な

お
雇
止
め
が
あ
る
こ
と
に
驚
い

　

臨
職
評
は
９
月
12
日
、
兵
庫

県
学
校
厚
生
会
館
で
第
32
回
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

19
単
組
54
人
が
参
加
、冒
頭
、

　

県
本
部
現
業
・
公
企
闘
争
委
員
会
は
、
10
月
７
日
に
の
じ

ぎ
く
会
館
に
お
い
て
総
決
起
集
会
を
開
催
し
た
。
18
単
組
１

１
０
人
が
参
加
し
、「
直
営
堅
持
」「
欠
員
の
正
規
職
員
に
よ

る
完
全
補
充
」
の
重
点
課
題
の
共
有
化
を
は
か
り
、
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

１年間頑張る決意を固めた

方針提起する山本事務局長

　人事院勧告を受け、26確定闘争の取り
組みが本格化している。
　県本部は確定闘争の統一行動日を第１
波11月13日、第２波を20日に設定し、要
求の前進をめざす。重点課題は次の５点。
①給与の引き上げ改定を行い、年内に差

額支給
②初任給水準の引き上げ
③38歳４級到達し、在級期間の短縮
④中途採用者の賃金改善
⑤再任用職員の一時金・級格付の改善
　各単組の統一交渉への結集をはかるた
め、県本部は10月中旬に全単組オルグを
実施。11月４日には決起集会を開催する。
また県市町振興課への申し入れを行い、
単組交渉の後押しをはかる。
　全単組で「要求・交渉・妥結」の取り組
みを進めよう。

総決起集会

必
要
性
増
す
現
場
労
働
者

現
業
公
企

統
一
闘
争 

直
営
堅
持
、正
規
補
充
め
ざ
す

対県申し入れ

高
齢
期
の
賃
金
減
を
問
題
視

業
務
内
容
の
変
化
少
な
い
実
態
訴
え
る

仕
事
の
経
験
否
定
は
許
せ
な
い

臨
職
評

総　

会

雇
止
め
反
対
を
意
思
統
一

11月13日、20日が統一行動
2026確定闘争 集中した取り組みを
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県
本
部
書
記
会
議
は
、
県
内
各
単

組
で
働
く
約
85
人
の
書
記
で
構
成
さ

れ
、
書
記
の
地
位
確
立
と
自
治
労
運

動
の
発
展
に
向
け
活
動
し
て
い
る
。

　

県
本
部
で
は
幹
事
会
を
定
期
的
に

開
催
し
、
各
単
組
に
お
け
る
書
記
の

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
関
す
る

要
求
書
の
作
成
・
提
出
を
は
じ
め
、

書
記
会
議
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
年
１

回
の
研
修
会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

活
動
報
告
を
受
け
課
題
や
問
題
点
の

共
有
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
も

書
記
会
議
を
開
催
し
、
賃
金
・
労
働

条
件
に
関
す
る
意
見
交
換
や
情
報
共

有
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
研
修
、
交

流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
じ
ろ
ち
う
共
済
や
人
権
、
業

務
の
効
率
化
な
ど
、
必
要
に
応
じ
た

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
な
が
ら
学
習
を

深
め
る
と
と
も
に
、
日
頃
の
業
務
や

職
場
で
の
悩
み
、
業
務
の
軽
減
化
に

向
け
た
工
夫
な
ど
を
交
流
す
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
抱
え
る
課
題

は
異
な
る
が
、
仲
間
の
経
験
や
取
り

組
み
を
知
り
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
気
づ
き
や
課
題
解
決

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
県
本
部
と
各

ブ
ロ
ッ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発

揮
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
、
単

組
の
枠
を
越
え
た
書
記
同
士
の
つ
な

が
り
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

書
記
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

し
、
業
務
の
多
忙
化
や
１
人
・
少
数

職
場
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
中
、

気
軽
に
相
談
で
き
、
互
い
に
支
え
合

え
る
関
係
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
県
本
部
と
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
連
携
を
深
め
、
学
習
・
交

流
と
情
報
共
有
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
と
、
自
治
労
運
動
の
さ
ら

な
る
発
展
を
め
ざ
す
。（
評
議
会
の

活
動
紹
介
は
今
号
で
終
り
で
す
）

AEDの使い方を体験（2025年度研修会）

評議会の●活●動●紹●介
書記会議 地域のつながりを力に、書記の連帯広げる

れ
た
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。

　

一
方
、
現
在
の
米
軍
基
地
を

視
察
し
た
際
に
は
、
沖
縄
県
民

が
今
な
お
抱
え
る
基
地
負
担
や

生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
私
た
ち
が
安

心
し
て
働
き
、
暮
ら
せ
る
こ
と

は
決
し
て
当
た
り
前
の
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
。
過

去
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
、
平

和
と
人
権
を
守
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
。

　

沖
縄
各
地
の
戦
跡
を
訪
れ
、

十
代
の
男
女
学
徒
隊
が
戦
争
に

動
員
さ
れ
た
こ
と
や
、
陸
軍
病

院
と
し
て
使
用
さ
れ
た
地
下
洞

窟
で
起
き
た
惨
劇
を
知
り
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

改
め
て
胸
に
刻
ん
だ
。
ま
た
、

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
だ
け
で

な
く
、
戦
争
に
よ
っ
て
人
々
の

暮
ら
し
や
日
常
ま
で
も
が
奪
わ

け
た
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
県
本
部
Ｈ
Ｐ
で
参
加

者
感
想
レ
ポ
ー
ト
掲
載
予
定
。

た
っ
て
い
た
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ

へ
実
際
に
入
壕
し
、
戦
争
が
も

た
ら
す
悲
惨
な
状
況
を
学
ん
だ
。

　

２
日
目
は
、
周
辺
に
住
宅
や

学
校
が
密
集
し
「
世
界
で
最
も

危
険
」
と
い
わ
れ
る
普
天
間
基

地
や
広
大
な
嘉
手
納
基
地
を
訪

れ
、
基
地
と
と
も
に
あ
る
沖
縄

の
生
活
の
実
情
に
触
れ
た
。

　

ま
た
、
基
地
の
一
部
が
返
還

さ
れ
た
北
谷
町
の
職
員
か
ら
、

返
還
ま
で
の
経
緯
と
跡
地
利
用

の
課
題
や
経
済
波
及
効
果
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。

　

最
後
に
、
沖
縄
県
本
部
青
年

部
か
ら
「
沖
縄
戦
の
歴
史
と
現

在
～
平
和
な
未
来
を
つ
く
る
た

め
に
～
」
と
題
し
た
講
演
を
受 基地の近さ・大きさ・現状と課題を知る

沖縄県民の思い、平和の尊さを学んだ

メッセージを書いた旗を掲げてアピール

　

平
和
友
好
祭
兵
庫
県
実
行
委

員
会
は
、
９
月
28
日
～
10
月
８

日
の
日
程
で
第
40
回
反
核
平
和

の
火
リ
レ
ー
を
取
り
組
み
、
各

自
治
体
に
「
平
和
行
政
の

推
進
」「
核
兵
器
廃
絶
の

取
り
組
み
」
を
求
め
た
。

　

県
庁
前
で
開
催
し
た
出

発
集
会
で
今
村
龍
乃
介
共

同
代
表
（
自
治
労
県
本
部

青
年
部
長
）
は
、
40
回
と

い
う
節
目
に
触
れ
、「
町

を
超
え
、
世
代
を
超
え
て

走
り
つ
な
い
で
き
た
意
義

を
再
確
認
し
て
い
る
。
国
内
で

進
む
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
に

反
対
し
て
い
く
」と
強
調
し
た
。

　

第
１
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
県

職
労
の
橋
本
さ
ん
は
、「
戦
争

の
な
い
日
常
を
当
た
り
前
と
思

わ
ず
、
１
人
ひ
と
り
が
身
近
な

平
和
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

リ
レ
ー
の
実
施
方
法
は
、
今

年
か
ら
「
火
」
を
か
か
げ
ず
に

ラ
ン
ナ
ー
ら
の
「
平
和
へ
の
想

い
」
を
寄
せ
書
き
に
し
て
走
り

つ
な
ぐ
形
に
変
更
。
各
自
治
体

前
集
会
で
は
、「
戦
争
よ
り
も

平
和
の
灯
火
を
」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
埋
め
ら
れ
た
フ
ラ
ッ

グ
を
掲
げ
て
青
年
女
性
が
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

ランナーの思いを寄せ書きに

　９月25～27日、県本部は沖縄スタディ
ツアー（旧称・沖縄視察団）を開催し、
23人が参加した。県本部が1998年から20
回に渡り取り組んだ沖縄での平和学習
は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い
中止となって以降、実に６年ぶりの開催
となる。「知る・学ぶ・体験・交流」をキャッ
チコピーに沖縄戦の歴史や日本にある米
軍基地の70％が集中している沖縄の現状
と現在の取り組みについて学んだ。

ガイドや懇親会を通じて沖縄県本部とも交流を深めた

ガマに入壕し、当時の状況を追体験

　

県
本
部
は
、「
安
心
し
て
働
き

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
平
和
が
不
可
欠
で
あ

る
」
と
の
観
点
か
ら
、
様
々
な

平
和
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
、
自
治
労
沖
縄
県
本
部

の
全
面
的
な
協
力
を
受
け
、
同

県
本
部
青
年
部
の
ガ
イ
ド
の
も

と
、日
本
で
唯
一
地
上
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
沖
縄
を
訪
れ
た
。

　

１
日
目
、
南
部
戦
跡
を
視
察

し
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
魂こ

ん

魄ぱ
く

之

塔
で
献
花
を
行
っ
た
。
戦
時
中

は
日
本
軍
の
軍
地
や
陸
軍
病
院

の
分
室
と
し
て
使
用
さ
れ
、
ひ

め
ゆ
り
学
徒
隊
が
看
護
に
あ

６年ぶりに沖縄で平和学習
戦
跡・基
地
を
巡
り
平
和
の
大
切
さ
学
ぶ

ラ
ン
ナ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
つ
な
ぐ

第
40
回
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー

参
加
者
の
感
想


